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 3 年前の 6 月、長男を出産した。後にその 2 日前、税関の知財センターでお世話になった

元上司が亡くなったことを知った。長男の誕生日が近づくと優しかった元上司のことを思

い出す。 
この 6 月、長女を出産した。その 2 日前、今度は結城さんが突然お亡くなりになったと

聞いた。私が語るまでもなく、結城さんは留学生や他の院生はもちろん、私のような税関

研修生にも優しく接して下さった。大学委託研修当時一人暮らしだった私は 1 日誰とも話

さないこともあったが、ゼミの後や土曜日のお昼など気軽にご飯に誘って下さり、研究や

いろいろな悩みを忘れる楽しい時間を作って下さった。留学生と一緒にお寿司に連れて行

っていただき、結城さんのマンションでお酒を飲んだのはとても楽しい思い出である。も

ちろん研究についてもよく相談に乗っていただいた。 
出産後は夜の会合に出るのが難しく、しばらくお会いしていなかったが、お元気で溌剌

としたお姿からいつかそのうちまた会えると思っていた。お亡くなりになった、という事

実が未だ受け入れられずにいるが、長女の誕生日が近づくと優しかった結城さんの笑顔を

思い出すだろう。結城さんありがとうございました。 
 
 


